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2026年度 都通研第 4回研修会のお知らせ 

 

「重症心身障害児者のこれからの生活を考える 

～当事者を取り巻く法制度・施策の動きを踏まえて～」 

 

 新秋の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。さて、第４回研修会

のご案内をいたします。 

重症心身障害のある方や、日常的に医療的ケアを必要とする子ども・大人を取り巻く制度は、こ

の十数年で大きく変わってきました。障害者総合支援法や児童福祉法の改正、医療的ケア児支援

法の制定、こども家庭庁の設置など、国レベルでは「支援の仕組みづくり」が進んでいます。一方

で、現場では「制度は増えたはずなのに、暮らしは本当に良くなっているのか」「どんなに障害が重

くても、当たり前に暮らす権利が置き去りになっていないか」という問いが、なお強く残っています。 

サービスの種類や担当機関が細分化された結果、必要な支援にたどり着くまでに多くの時間と

労力を要し、地域や年齢によって受けられる支援が大きく異なる現状も見られます。こうした中で、支

援者一人ひとりが、国の動向や法制度の変遷をきちんと理解し、制度と日々の暮らしとの間にある

ギャップを見つめ直すことが、これまで以上に重要になっています。 

本研修では、まず重症心身障害児者・医療的ケア児者をめぐる法制度の流れを振り返り、「どの

ような理念に基づき、何を目指して制度が整えられてきたのか」を確認します。そのうえで、重症心

身障害のある方や医療的ケアが必要な方、そのご家族から、実際の生活の様子や日々感じている

困りごと、支援への思い、これからの希望をお話しいただきます。 

制度の文言だけでは見えてこない、在宅生活や学校・通所、医療とのかかわり、きょうだいや家族

の生活などの具体的なエピソードを通して、「支援がどのように力になっているのか」「どのような場

面で、まだ当事者や家族の負担や我慢に頼ってしまっているのか」を共有します。 

医療・福祉・教育・行政など、立場の異なる支援者が一堂に会し、当事者・家族の語りを出発点

に、「この人がこの地域で自分らしく暮らし続けるために、私たちは何ができるのか」を考え合うこ

と。そしてその法改正が、私たちの支援にどんな影響があるのか？どんなに障害が重くても、医療的

ケアが必要であっても、「当たり前に暮らす権利」を実現するために、制度と生活の両面から、これ

からの私たちの支援のあり方を皆さんと一緒に考える機会にしたいと思います。 

今回も医療的ケアを含めた重症心身障害児者に関する第一人者でいらっしゃる下川和洋氏と新

たに障がい児及び医療的ケア児を育てる親の会監事としてご活躍されていらっしゃる江利川ちひろ

氏をお迎えしてお話をいただきます。 

障害福祉関係の様々な分野で従事していらっしゃる多くの皆様にご参加いただきたく、ハイブリッ

ト形式で開催いたします。たくさんのご参加を心よりお待ちしております。 
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１．主催   東京都障害者通所活動施設職員研修会 

  

 

２．日時   ２０２６年１１月６日（金） ９：４５～１６：３０ 

                                         ※ハイブリット形式（会場＋Zoom） 

 

３．会場   国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟４０２研修室 

 

 

４．タイムテーブル 

          ９：００     受付開始 

          ９：４５     開催挨拶 都通研代表：金澤正義 

          １０：００    基調講演  

                『改正医療的ケア児支援法に学ぶ医療的ケア児者の現状と課題』 

                      下川和洋氏（NPO法人地域ケアさぽーと研究所理事） 

         １２：００    昼休憩 

         １３：００    当事者ご家族から 

                『本人の暮らし、家族の想い、そしてこれから』 

                      江利川ちひろ氏（NPO法人かるがも CPキッズ代表理事） 

        １４：００    休憩 

        １４：２０    グループワーク 

                     『支援者として何ができるか』 

        １５：２０    グループ発表およびまとめ 

        １６：２０    事務連絡 

        １６：３０    研修会終了 

 

 

５．参加申し込み方法                                                   

                                                 

           都通研ホームページからお申し込みください（「都通研」で検索）   

 

           ●会場参加  定員 6０名 

         ●オンライン参加  定員 2０名 

 

申込締切：  １０月２９日（木）   

（期限内でも定員に達した場合は締め切らせていただきますのでご了承ください）  

 



6．参加費について   

受付完了後、事務局よりメールを送信します。内容をご確認の上、下記口座へ参加費を

お振込みください。  入金期限  10月 30日（金）  

金融機関名 ： 三菱 UFJ銀行 国分寺駅前支店  

口座番号  ： 普通 ００５０７９６   

口座名義  ： 東京都障害者通所活動施設職員研修会 代表 金澤正義   

 

・都通研会員 ： 3,000円   

・非会員 ： 5,000 円   

・ご家族 ： 3,000 円  

※ 恐れ入りますが、振込手数料は参加者のご負担となります。 

 

  

 【お願い（必ずご確認ください）】 

① 参加費をお振込みの際は、「受付番号」と「参加者氏名」でお手続きをお願いいたしま

す。（例： ８００１ トウキョウタロウ） 

なお法人のご名義など個別対応ができない場合は、お手数ですが事務局までご連絡い

ただき、振込人名義と着金予定日をお知らせくださるようお願いいたします。 

 

② 前日および当日のキャンセルは、ご返金いたしかねますのでご了承ください。 

 

③ 当日、参加者による講義の録音および録画、写真撮影はお断りさせていただいておりま

す。 

 

④ 講義レジュメについて   今回の研修資料は PDFデータ形式での事前配布とし、申し込

み・ご入金確認後、申し込み時のメールアドレス宛にお送りします。お手数ですが、ご自身

で印刷等ご用意いただき当日お持ちください。若干部数は当日受付にご用意します（有

料）。資料が届かない場合は、開催日前の 11月 4日までに事務局にお問い合わせくだ

さい。 

 

 

   ［お問い合わせ］ 

        東京都障害者通所活動施設職員研修会（都通研）事務局 

            住所：〒１８５－００２１ 国分寺市南町２－１１－１４ トミービル３F 

            電話：０４２－３００－１３６６  

            FAX：０４２－３００－１３６７ 

            Email：ttken@tshien.jp 


